
昭和 58年度 ～ 平成年度

必要性

有効性

効率性

Ａ

Ａ

〔 〕

観点別・一次評価（担当部署の評価）

二次評価（行政評価委員会の評価）

●改革プラン

二次評価 ☆☆☆☆

★★★★

★★★★
★★★観点別評価

2-3　　社会保障の充実

●事務事業の内容

年金制度の周知と公的年金に関する知識の普及

社会一般の公的年金に対する関心の高まりや、団塊世代の大量退職等による年金相談件数の増加

沼津社会保険事務所（沼津市）まで出向かなくても、市民にとってより身近な市役所で年金相談が受けられるよ
うにする。

目　的
（何のために）

事務事業実績

御殿場市民

●事務事業の実績・投入コスト

見直し改善の
経過

年度

相談件数　４２９５件

政　策 2-3-1　保険・年金制度の維持

●事務事業の位置付け

期間

基本計画におけ
る位置付け

基本政策

根拠法令・要綱等 御殿場市年金相談員設置要綱

関連
政策

整理番号 23102-000

国保年金課年金スタッフ

年金相談事業事務事業名
所  管

手　段
（どのようなや
り方で）

事務事業の背
景・住民の意向

成　果
（どのような状
態にしたいか）

対　象
（誰・何を）

年金スタッフ窓口に年金相談コーナーを常設

一次評価

平成16年度
相談件数　３２２１件

平成18年度

●評価指標

●事務事業の評価

★★★★

平成17年度

継続

相談件数　３９８９件

改革により予
想される成果

市民がより簡便に年金相談を受けられるようになる。（利便性の向上）

平成19年度か
らの対応

①相談員の勤務時間（９：００～１６：３０）を、市役所の開庁時間や夜間の窓口延長等を考慮し、延長を検討
する。
②的確な年金相談業務が実施できるよう、公的年金に関する各種法令集や参考図書を整備する。

平成20年度以
降の対応

①社会保険事務所に対して、相談員研修等の実施を要請する。
②職員についても、他の公的年金制度についての知識が得られるような研修の機会があれば、積極的に参加す
る。

継続

コメント

コメント

市民ニーズが確実に増大すると想定される事業であるので、
それを踏まえた職員の配置や研修などを計画的に進める必要
がある。また、事業が有効活用されるように、市の広報誌等
でＰＲに努める。

年金相談件数は増加するため、市民サービスの一環として継続されたい。

今後の方向性

今後の方向性

継続

１件当り相談コスト（円）
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投入コスト（千円）
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